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訳 者 序 言
本稿は 『ババッド・タナ・ジャウィ』 の第４部ババッド・パジャンの３
回目 (最後) (第34～37章) である｡ セナパティがパジャンのスルタン・
アディウィジャヤ (ジャカ・ティンキル) との戦いに勝利し, スルタン死
後の混乱を収拾するまでが語られる｡
セナパティは南海とムラピ山の精霊の加護により勝利をえたという｡ こ
のプランバナンの戦いが史実とは確認できないが, ラスはスルタン・アディ
ウィジャヤの死を1587年としており [Ras 1987b : LXIV], 戦いが史実とす
れば同年あるいは前年のことであろう｡ なお, 敗退中のスルタンが一夜を
過ごしたというトゥンバヤット (またはバヤット Bayat) の丘の頂上に祀
られる聖人スナン・トゥンバヤットは, 本書にも登場するスナン・カリジャ
ガの弟子と語り継がれている｡ この丘には, 古いものでは16～17世紀と推
定される門などが残っており, 現在も参詣の人々が絶えない｡
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３. バライプスタカ版
 バライプスタカ バライプスタカ (Balai Pustaka, ジャワ語ではバレ
プスタカPustaka) は, 現在は出版を中心とする株式会社であるが,
もともとオランダ植民地時代の政府機関であった｡ 1908年その前身である
国民図書委員会 (Commissie voor de Volkslectuur) が設置された (実際に
活動を開始したのは1910年)｡ 当初の中心的な目的は, ようやく緒につい
た現地住民向け初等教育のために安価な図書を供給することであった｡ 出
版市場が未成熟な当時, 商業出版では本は高価なので, 官営事業が必要だっ
たのである｡ 1911年に図書館業務を起こし図書の貸し出しを始めたのも同
じ理由である [ENI 4 : 610612]｡
1917年に委員会は恒久的機関となり, オランダ語で国民図書局
(Kantoor voor de Volkslectuur), ムラユ語 (インドネシア語) でバライプ
スタカと称した｡ その出版事業は①インドネシア各地の言語による古典作
品や民話の編集出版, ②西洋文学のインドネシア語への翻訳, ③新しいイ
ンドネシア語文学の出版という３つの分野にわたり, それぞれ大きな業績
を残している [Ricklefs 2008 : 221 ; 池端 1999 : 310]｡
つまり本書はバライプスタカが当然刊行すべきものであるが, それが
1939～1941年であった理由は筆者には不明である｡ 本書以前にババッドで
始まる題名の書物は少なくとも８点刊行されており, うち２点は早くも
1913年である｡ これらババッドのなかで最も重要なものが本書および 『バ
バッド・ギヤンティ Babad Giyanti』 である [Uhlenbeck 1964 : 130]｡ 後者
は本書と同じマタラム王国の史書であり, 1755年の王国二分割に至る過程
を扱う｡ 1937～1939年に21分冊 (および第22分冊として索引) で刊行され,
一連番号は No. 1259である｡ バライプスタカが刊行したその他のババッ
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ドのタイトルと刊行年をウーレンベックに依拠して挙げておく
[Uhlenbeck 1964 : 130]｡
Babad Bedahipun karaton nagari Ngayogyakarta (1913)
Babad Mangir (1913)
Babad Panambangan (1918)
Babad Maja lan Babad Nglorog (1935)
Babad Pacitan (1935)
Babad Pathi (1937)
Babad Arungbinangan (1937)
 形態 バライプスタカ版 『ババッド・タナ・ジャウィ』 は31分冊で刊
行された｡ 1939年に４冊, 1940年に19冊, 1941年に８冊である｡ バライプ
スタカの出版物には刊行順に一連番号が付されており, 本書は No. 1298
である｡ 第１分冊の No. 1298 に続いて, 第２分冊から No. 1298a, No.
1298bなどとアルファベットが付される｡ 第27分冊の No. 1298zに続いて
第28分冊は No. 1298aaとなり, 最後は No. 1298ddである｡
1980年代まで古書店で本書全冊セットの入手は容易であったと聞くが,
現在ではほとんど不可能である｡ 筆者が2009年滞在中のジョクジャカルタ
で捜した時には, 全冊所蔵する機関は私立学校タマンシスワ Taman Siswa
の博物館内図書室だけであった｡ 複写の便宜をはかっていただいた同図書
室に感謝申し上げる｡
最後の第31分冊が78頁である他はすべて80頁である｡ 第１頁は中表紙,
第２頁はその裏 (白紙), 第３頁から本文が始まる｡ 最後の頁に目次があ
る｡ 目次はたいてい１頁なので本文は77頁であるが, 目次が２頁の場合に
は本文は76頁になる｡ 第１分冊には３頁分の序文があるので本文は第７頁
から始まる (第６頁は白紙)｡ 判型は A5判であり, １頁に22行納める｡
 バライプスタカ版序文 以下は第１分冊掲載の序文 (ジャワ文字・ジャ
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ワ語散文) の翻訳である｡ 出版意図を示すものとしてここに載録する｡ た
だし, 底本に関して修正が必要であり, 次号で取り上げる｡
『ババッド・タナ・ジャウィ』 の書はあまた存在する｡ すでに公刊され
たもの, まだ印刷されていないもの, あるいは刊行されることのないもの
など様々である｡ 老人のもとに保存されているものが見つかるが, それは
今は亡き祖先が子孫に伝えようと残したものである｡ 祖先が 『ババッド・
タナ・ジャウィ』 の書を保持したのは, 初めは, 他の人が所有するババッ
ドの書を複写することから始まった｡ 同じように所有したい者によって複
写は複写をよび, これが繰り返され現状のような多数に至った｡
同じように模倣や複写をして自ら保持する目的は, 初めは単に自分自身
の読み物とするため, あるいは子孫の読み物とするためだった｡ したがっ
て, 自分の願いや好みに適うものを手本に選んだまでであり, ある箇所が
間違っていると思ったら修正し, 足りないと思ったら増やすといったこと
が行われた｡
それゆえ現在 『ババッド・タナ・ジャウィ』 の書がたいへん多様である
のは異とするにたりない｡ 他人のものとほとんど別の作品だと断言できる
ことさえある｡ どれが元来のものか知るのはとても困難である｡ 本来のも
のを容易に選り出すには, できるだけ古いものを捜すのがよい｡ 外観の古
いものほど中身の変化が多くない｡ 古いものを選ぶという基準を立てた後
に, 起源となる場所を捜すことができるとすれば, それはジャワのクラト
ン (王宮) である｡ 『ババッド・タナ・ジャウィ』 の成立する場所は間違
いなくクラトンなのだから｡ クラトンのなかでも, より古いスラカルタの
クラトンが, 元の姿のままでないとしても, それからそう遠く隔たってい
ない 『ババッド・タナ・ジャウィ』 の書の所在する場所と推測される｡
たまたまわかったことだが, ススフナン・パクブウォノ七世陛下からオ
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ランダ国に贈呈された本書がレイデンの図書館に貸し出されていて, さら
にその複写がすでにジョクジャカルタ, すなわちピジョー博士の図書室に
存在する｡
これをバライプスタカが見つけだし, ここに刊行するものである｡
他のババッドやすでに刊行された 『ババッド・タナ・ジャウィ』 と比べ
るなら, 単に相違があるというだけでなく, 古さにおいて勝っていて, 叙
述の仕方はその分より適切であり, 緊張感があり, 調和がとれている｡ と
はいえ, まったく緩みがないとはいっても, 善や美とみなされる事態の進
行や状態を語るにおいては綿密であり, あるいはまた語りに不足はない｡
かくして, バライプスタカがいま 『ババッド・タナ・ジャウィ』 を世に
出すにあたっての願いは, ジャワ民族の読み物と知識を増やすだけでなく,
当然保全すべき古き宮廷詩人の残したものを大切に保存することである｡
願わくば, このバライプスタカの目的が達成されんことを｡
バライプスタカ
バライプスタカ版が他のババッドや既刊の 『ババッド・タナ・ジャウィ』
よりも優れていると自賛しているが, ここにいう他のババッドはバライプ
スタカ自身が刊行したいくつかの作品を指し, 既刊の 『ババッド・タナ・
ジャウィ』 はメインスマ版を指しているのであろう｡ 筆者には他のババッ
ドと比較する準備がないが, メインスマ版との比較ではバライプスタカ版
の真正性が高いことは自明である｡
参 考 文 献 (追加分のみ)
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34. パジャンのスルタンがセナパティは本当に背くのか探らせる
パジャンのスルタン陛下は謁見のためパグララン [謁見の館] にお出ま
しになった｡ 王子たち, 王族たち, マントリたち, ブパティたちがみな揃っ
ていた｡ ブパティたちがこぞって申し上げた｡ ｢陛下のご子息セナパティ・
ガラガ様は本当に二心を抱かれ, 陛下に敵対しようとしておられます｡ そ
の証拠に, いまや城壁と幅の広い堀を造っておられます｣｡ スルタンはパ
ンゲラン・ブナワにお命じなった｡ ｢我が子キ・ブナワよ, 義兄トゥバン
国守とともにマタラムに行け｡ トゥムングン・マンチャヌガラを連れるが
よい｡ お前の兄セナパティに尋ねよ, 余に歯向かおうとしているとは真実
かと｣｡ ブナワとトゥバン国守, そしてマンチャヌガラは ｢心得ましてご
ざいます｣ と申し上げ, 部隊を率いて出発した｡
パジャンにセナパティの知りあいで, パンガラサン Pangalasanという
名のマントリがいた｡ ただちにマタラムに使いを走らせ, スルタンが王子
をマタラムに遣わし, 軍勢を引き連れていると警告した｡ セナパティはこ
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34. パジャンのスルタンがセナパティは本当に背くのか探らせる
35. パジャンの後宮におけるラデン・パベラン｡ その父トゥムングン・マヤン
の追放
36. パジャンのスルタンが死に, 女婿であるドゥマックの国守が継ぐ
37. セナパティがパジャンを征服し, バナワをパジャンのスルタンに立てる
の知らせを受け取ると, いそいでランドゥ・ラワン Randu-Lawangまで出
迎えに赴いた｡ 大勢のマタラム人が集められ, みなもてなしの飲食物を携
えていった｡
ブナワもランドゥ・ラワンに着いた｡ 兄が出迎えにきているのを見ると
すぐに馬から降り, ２人は近づきあい, 抱きあった｡ 長い間会わなかった
のでとても懐かしくて, ともに涙を流した｡ やがてブナワは静かに言った｡
｢兄上, とてもお懐かしゅうございます｡ 久しくお会いしておりませぬ｡
さてそこで, この私めが遣わされましたのは, あなた様がお父上と戦うつ
もりであると, お父上がお聞きになったからでございます｡ それは真か否
か, どうぞお聞かせ願います｣｡ セナパティは答えた｡ ｢弟よ, わしはそれ
をお前の父なるスルタン陛下の炯眼にゆだねるとしよう｡ わしの心の中に
去来することをきっとすでにご存じである｡ わしがどれほどのことを成し
遂げうるかは, 父上がお与え下さったものによるのだ｡ マタラムはわしの
ものとは思っていない, そなたの父上の持ち物なのだ｡ これなるはそなた
のマタラムの僕たちのもてなしである｡ さあ思う存分食べてくれ｣
ブナワとその一行は食事をいただき, 部隊もまたお相伴にあずかった｡
セナパティはさらに言った｡ ｢弟よ, どうかマタラムまで足を延ばしてく
れ｡ 数々の娯楽とヤシ酒を用意してある｡ どうかマタラムでほしいままに
楽しんでくれ｡ そなたがここのみなの主なのだから｡ さあ, よかったら,
わしと一緒に象に乗ってくれ｣｡ ブナワはマンチャヌガラに言った｡ ｢マン
チャヌガラよ, 我が父スルタン陛下に伝えられたのはまったく嘘だった｡
兄上は父上に歯向かう気がないのだから｡ わしは兄上を信じる｡ パジャン
の者たちをもてなし, 敬意を払っていることが敵対する気がない証拠だ｣
こうしてブナワは兄とともに象に乗り, 部隊を率いて出発した｡ マタラ
ムに着いて王宮に入り, それぞれ座につくとおおいに食べかつ飲んだ｡ ガ
ムランのガラ・ガンジュル Gala-Ganjurが演奏され, 座はおおいに盛り上
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がった｡ ブナワの部隊もトゥバン国守の部隊も外で同じようにもてなしの
飲食にあずかった｡ トゥバン国守はセナパティに尋ねた｡ ｢セナパティ兄,
あなた様は戦舞がお好きと聞いております｣｡ セナパティは答えた｡ ｢弟よ,
いかにも好きだが, マタラム人にはそれができる者がいない｣｡ トゥバン
国守は家来たちの能力と無敵さを自慢したい思いにかられて, 家来たちに
急ぎ戦舞を舞うよう命じた｡ トゥバン人たちは踊りはじめ, 力の限りを尽
くし勇敢さと不死身さを披露した｡
さて, そこにセナパティの長男がいた｡ あのカリニャマットの女が産ん
だラデン・ランガである｡ 飛び抜けて屈強で力が強く, そして短気だった｡
ともに踊りたいと父をそっとつついた｡ セナパティは息子の性格を抑えつ
けておきたかったので, 叱りつけた｡ トゥバン国守は, ラデン・ランガが
一緒に踊りたいのだが父親に禁じられていることを見て取った｡ そこでラ
デン・ランガを誘ってみたが, ラデン・ランガは応じなかった｡ セナパティ
は, トゥバン国守に勧められたので息子に踊るよう促した｡ ラデン・ラン
ガはさっそく盾と短槍を手に取った｡ 盾は４人が運び, 槍も４人が運んだ｡
とてつもなく大きかったからである｡ 彼はそれを握ると放り上げた｡ トゥ
バン国守はこれを見て驚き唖然とした｡ そして, ラデン・ランガの屈強さ
を確信したので, 踊っている家来たちに本気で相手するよう命じた｡ こう
してトゥバン人たちはクリスや槍でラデン・ランガに力の限り突きかかっ
た｡ ラデン・ランガはそれを意に介さず, 楽しく踊り続け, かつ反撃しよ
うとしなかった｡ トゥバン国守と父から反撃するよう命じられると, ただ
ちに素手で立ち向かった｡ トゥバン勢の１人が頭を割られて死んでしまっ
た｡ たちまち大騒ぎになり, ブナワとトゥバン国守は別れの挨拶もせずに,
部隊を率いてパジャンに戻っていった｡
彼らはパジャンに戻るとスルタン陛下の前に参上した｡ ところがブナワ
とトゥバン国守の意見は異なっていた｡ ブナワは, セナパティはたいへん
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立派な人物で, パジャン人におおいに敬意を表し, パジャンに敵対するよ
うな様子はまったくなかったと申し上げた｡ 他方トゥバン国守とマンチャ
ヌガラは, セナパティは確かに二心を抱いていて, パジャンに挑むつもり
であると言上した｡ その証拠に, すでに堀を巡らせた城壁を築いたし, 息
子ラデン・ランガがトゥバン人を一撃で頭を割って死なせるという屈強さ
を見せびらかしていると｡ このような報告をお聞きになったスルタン陛下
は困惑して黙ってしまわれた｡ 息子の言うことと高官のそれが矛盾してい
るのだから｡ 長い沈黙の後にこうお話しになった｡ ｢これらの報告すべて,
余の信じるものはない｡ ブナワの言うことは正しい｡ セナパティが余にあ
えて挑むことなどありえない｡ なぜなら, 余は奴を小さい時から子として
受け入れ実の長男同然であり, 奴に多くのことを教えたのだから｡ 大きく
なったら, マタラムの良い生活を与えてやった｡ セナパティはきっと余に
恩返しするはずだ｡ トゥバン国守とマンチャヌガラの言うことは, これも
また正しい｡ セナパティはパジャンの王権を支配するつもりでいよう, 奴
はスナン・ギリ様の予言を知っているのだから, そしてその予言は花にた
とえるなら, いままさに開こうとする時なのだから｣
マンチャヌガラとトゥバン国守はこもごも申し上げた｡ ｢陛下, おそれ
ながら, マタラムは小さい火花のようなものでございます｡ それが広がら
ぬうちに, ただちに水をかけるのがよろしゅうございます｡ 私めらがマタ
ラムを征服いたしましょう｣｡ スルタンは穏やかに申された｡ ｢余はアラー
を畏れる｡ そして, マタラムに偉大な王が現れ, ジャワ全土の人々を支配
するのは, アラーの思し召しによる宿命なのだ｡ いかなる人為がありえよ
うか｣｡ トゥバン国守とマンチャヌガラはともに頭を垂れ, 言葉を発する
ことができなかった｡ そしてスルタンは内廷にお戻りになった｡
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35. パジャンの後宮におけるラデン・パベラン｡ その父トゥムング
ン・マヤンの追放
その後間もなくのこと, パジャンにトゥムングン・マヤン tumenggung
Mayangという名の, セナパティの義弟にあたるブパティがいた｡ これに
息子がいて, まだ若くてたいそう見目佳しでパジャンの町で並ぶ者がなかっ
た｡ ラデン・パベラン raden Pabelanの美男ぶりは国中に知れわたり, こ
れこそマヤンの息子であった｡ しかしパベランは素行が悪く, 女をたぶら
かすために家柄を悪用し, まただらしない性格だった｡ 父親は結婚を勧め
たが, その気はなかった｡ マヤンの悩みの種となり, 説教しても馬耳東風
だった｡ いっそ騙して死なせてしまおうと, ある時息子を呼びつけた｡ 現
れた息子に語りかけた｡ ｢おい, もしもお前が本当に結婚したくなくて,
悪さばかり続けたいとしても, わしはお前が中途半端なのを望まない｡ ス
ルタン陛下の王女, スカル・クダトン姫 ratu Sekar-Kedatonと通じ合って
みよ｡ よしんば命を失っても, お前の評判は上がるだろう｡ ひょっとして
アラーのお助けがあったなら, お前の妻にできるかもしれない｡ お前はこ
れまで普通の人の娘や妻を誘惑しておる｡ あれは良くない｡ ドジを踏んだ
らとてつもない汚名を残すことになる｣
息子はしれっと答えた｡ ｢父上, スカル・クダトン姫と通じるなどとい
うことは私にはできません｡ 内廷にいるのですよ｣｡ トゥムングンは言っ
た｡ ｢まったく簡単なことだ｡ 女人というものは誰でも香りの良い花が好
きなものだ｡ わしはチュンパカ cempakaの花の形をした秘薬をもってお
るので, これを王女に差し上げてみろ｡ 女人がいったんこれを手にして見
つめたら, 心がかき乱され, 寝食がままならなくなる｡ その後できっとお
呼びがかかることは必定じゃ｡ お前は, 内廷の者, 姫の侍女が市場に花を
買いに出るのを待ちうけるのじゃ｡ その者に, この花を姫に差し出させる
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のだ｣｡ パベランはチュンパカの花を受け取り, それを円錐形に包んだ｡
その中に小さな手紙を, わからぬようにうまく隠した｡
こうしてパベランはアルンアルンの門の近くの路上に出向いた｡ そこに
スカル・クダトン姫の一人の侍女が市場に花を買いに出てきた｡ パベラン
は呼び止めて姫にお渡しするようにと花の包みを差し出した｡ 侍女は花束
を受け取ると, わざわざ市場に買い物に行く手間が省けるのでとても喜ん
だ｡ そして尋ねた｡ ｢もし姫様が, あなた様のお名前をお尋ねになったら｣｡
パベランはありのままに名乗った｡ 侍女はパベランがとても美男なのを見
てうっとりしたまま王宮へ帰っていった｡ 姫の館に戻ると, 花束をお渡し
した｡
スカル・クダトン姫は花束を受け取ると包みを開け, 花を並べ整えた｡
そしてチュンパカの花の１本に手紙を見つけるとすぐにそれを読んだ｡
｢現世から来世まで姫様にお仕えいたしたく, ラデン・パベランより｣ と
あった｡ スカル・クダトン姫は手紙を読むとたちまち心がドキドキし, 手
紙の主に大人の女のような激しい恋情をいだいた｡ もともと侍女たちがパ
ベランの美男ぶりについて話すのをしばしば耳にしていて, 彼を見た女た
ちはこぞって褒めそやしていた｡ スカル・クダトン姫は侍女のソカ Soka
に命じられた｡ ｢そなた, 外に出てこの花の主に会いなされ｡ もし本当に
私のそばに仕えたいのなら, 今夜姫御殿に来てもらうのじゃ｣｡ ソカは承
知しましたと外に出た｡ パベランに会うとこう伝えた｡ ｢若さま, お姫様
が今夜あなた様をお待ちでございます｡ そしてお食事とお着物を用意して
おられます｡ あなた様, 今夜きっと御殿にお入りくださいませ｣｡ パベラ
ンは答えた｡ ｢確かに, そなた, お姫様にご心配におよびませぬとお伝え
くだされ｡ 今夜きっとまいります｣｡ ソカは御殿に戻り, パベランは父を
訪ねた｡
パベランは言った｡ ｢父上, いただいた花はすでに姫の手に渡り, そし
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て使いが寄こされ, 今夜姫御殿に呼ばれております｡ まいると約束しまし
た｡ しかしどの道を通って入っていったら良いものか, とても困っていま
す｣｡ 父マヤンは答えた｡ ｢お前が姫御殿に入るなら, 門を通ってはならな
い｡ 警邏の者に見つかる｡ 壁を越えるのが良い｡ さあ, 連れていってやろ
う｡ もうみな寝る時刻だ｣｡ こうしてトゥムングンと息子は出かけた｡ 姫
御殿の壁にくると, パベランは壁を低くする術を習った｡ トゥムングンは
教えた後で言った｡ ｢姫御殿から出たい時には, 今教えたものを唱えて壁
をこするのだ｡ 壁はひとりでに低くなる｣｡ パベランは礼を言った｡ しか
し父は, 外に出られないよう間違ったことを教えたのだった｡ こうしてマ
ヤンが呪文を唱え, 壁をこすると壁は本当に低くなった｡ パベランは急い
で壁をまたいで中に入った｡ パベランが中に入ると, マヤンはもう一度壁
をこすった｡ すると壁は元どおり高くなった｡ こうしてトゥムングンは家
に帰った｡
パベランは姫御殿の中庭にうずくまっていた｡ スカル・クダトン姫はも
うジリジリしながら待っていた｡ 寝静まる時刻になると, 姫は住まいから
出て中庭に降りた｡ 侍女たちはみな気づかず, ソカだけがお供した｡ そし
てパベランと出会うと, ２人とも, 篭一杯の黄金を見つけた人のように大
喜びで, 結婚を約束しあった｡ パベランが血祭りにあげられる運命が定まっ
た｡ 姫御殿には大勢の女がいた｡ 姫自身の侍女が40人, そして見回り人も
大勢いたのだが, この夜のパベランに気づいた者はいなかった｡ こうして
スカル・クダトン姫はパベランの手を取って寝室に連れて行き思いを遂げ
た｡ 夜が明けるころパベランは家に戻ろうとしたが, 姫御殿の壁を何度こ
すってみても低くならず, 戻れなかった｡ パベランは死を覚悟し, 姫のも
とに戻った｡ どうせ死ぬなら姫と一緒にと｡
さて, パベランの姫御殿滞在は７日７夜におよんだが, 誰にも気づかれ
なかった｡ ８日目に乳母や侍女たちが, 姫がめったに外に出ず寝室に閉じ
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こもっていることに不審を抱き始めた｡ 女たちは覗き見し, 聞き耳を立て,
こうしてご主人様がパベランとの愛の喜びに浸っていることに気づいた｡
女たちはただちにスルタン陛下に, 姫御殿に呪力ある賊が入り込み情事に
耽っているとお知らせした｡ これを聞いたスルタンは激怒され, ただちに
タムタマ兵士の指揮官２人, ウィラクルティ Wira-Kertiとスラタヌ Sura-
Tanuをお召しになった｡ 兵士20人がついてきた｡ スルタンは姫御殿にい
る賊を成敗するようお命じになった｡ ただちに20人のタムタマたちは姫御
殿に入ったが, 前庭に立ち止まった｡ ウィラクルティだけが姫の住まいに
上がった｡ そこには死なばもろともとパベランが姫に抱きついていた｡ ウィ
ラクルティは, 姫に近づくのが憚られたので, 離れたところから声をかけ
た｡ ｢おい, ラデン・パベラン, ここに来い｡ わしの言葉を信じよ｡ お前
の父上トゥムングン・マヤン殿はお前の振る舞いをありのままにわしにお
話しになった｡ お父上はお前を助けてくれるよう, わしに言われた｡ だか
らわしはお前の命を保証してやる｡ なぜなら, わしは王宮の中で起こった
問題について, スルタン陛下のまったき信任を得ているのだ｡ このことは
お前も知っておろう｡ 姫様と結婚できるようわしがお願いしてやる｡ さあ,
わしと一緒にスルタン陛下の前に出るのだ｣｡ 不幸にもパベランは気が緩
んでしまい, ウィラクルティの言葉を信じた｡ しがみついていた姫を放し
てウィラクルティについていった｡ 前庭に降りるや, たちまちタムタマた
ちが切りかかり, パベランは死んだ｡ 満身創痍の遺体はラウィヤンの川に
捨てられた｡
スルタン陛下の怒りを買ったマヤンはスマランに流罪となり, パジャン
の80人のマントリの指揮下に1000人の兵士が護送に当たった｡ パジャンに
残されたマヤンの妻はいそぎセナパティに事態を知らせる使者を送った｡
セナパティはこの知らせを聞くと激怒した｡ そして徴税マントリたちに言っ
た｡ ｢我が一族の者たち, 徴税人たちよ, そなたらの助けを求める｡ わが
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義弟トゥムングン・マヤンがいまスマランに流罪になった｡ 義弟を奪い返
すのだ｡ 追いかけよ, クドゥ経由で行け｣｡ 徴税マントリたちは心得てご
ざると, みな馬に乗って出立した｡ 早足で駆けつづけ, ジャティ・ジャジャ
ル Jati-Jajarでパジャン軍に追いついた｡ 徴税マントリたちは一散に襲い
かかり, 馬上から激しく槍を突きたてた｡ パジャン勢は多くが傷つき殺さ
れ, そしてみなパジャンに逃げ戻っていった｡ マヤンはマントリたちに取
り戻され, マタラムに伴われた｡ 徴税マントリたちは死んだパジャンのマ
ントリたちの首をセナパティに差し出した｡
パジャン勢は敗走して都に戻るとスルタン陛下にことの次第を報告した｡
これをお聞きになったスルタンは, 戦いを始めた以上セナパティが本当に
背いたことを悟られた｡ こうしてマタラムを征服するために軍隊の動員が
命じられた｡ パジャンの支配に服する外領のブパティたちも参陣した｡ ス
ルタン陛下の女婿であるドゥマックの国守, トゥバンの国守, そしてバン
トゥンの国守もみな部隊を率いてパジャンに到着した｡ 準備が整うとスル
タン陛下はご出陣になった｡ その軍勢は非常に多く, また様々な武器を携
えていた｡ スルタンは象にお乗りになった｡ プランバナンに至って滞陣な
さり, パジャン軍が一帯を埋めつくした｡
セナパティとその800人のマタラム軍は迎え撃とうと, ランドゥ・ラワ
ンに布陣し警戒を怠らなかった｡ キヤイ・ジュルはセナパティに言った｡
｢セナパティよ, わしの願いは, お前がスルタン陛下との対戦に至らない
ことだ｡ なぜなら, お前の軍はわずかばかりで, パジャン軍は数えきれな
いのだから, きっと殲滅される｡ またわしは, パジャンの者たちと顔を会
わすのがとても恥ずかしい｡ さあ, パジャンの者たちの心胆を寒からしめ
るよう, ともにアラーに懇願しよう｡ お前はニャイ・キドゥルに約束をか
なえるよう求めよ, わしはムラピの精霊たちに約束を守るよう求めよう｡
そしてお前の軍勢の一部をキドゥル山地に送るのだ｡ そこの樹をたくさん
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伐って, 射程距離の間隔をおいて山並みに沿って積み上げ, 今夜一斉に火
をつけさせよ｣｡ そのとおりに行われた｡
日が沈み夜になると, セナパティは立ち上がって腕を胸の前で交叉させ
天を仰いだ｡ キヤイ・ジュルも同じようにした｡ たちまち雨が降り, 風が
吹き始めた｡ 多くの樹木が裂け, 根こそぎ倒れた｡ 轟音が天空を満たした｡
これはジンたち, プリたち, プラヤンガンたちがこぞって援軍にくる証だっ
た｡ さらにムラピ山が燃えた｡ その音は恐ろしげに轟きわたり, 灰の雨が
降った｡ オパック川に火砕流が流れた｡ 巨大な岩がたくさん地面に跳ね上
がった｡ キドゥル山地では薪の山に火がつけられ, 全山が火の海のように
なった｡ そして小型の銅鑼キ・ビチャックが絶え間なく打ち鳴らされた｡
スルタン陛下はちょうどオパック川近くに宿営し, ブパティたちに対面
しておられて, 静かにお話しになった｡ ｢ブパティたちよ, キドゥル山地
が炎の中にあるのが見える｡ ムラピ山もまた燃えている｡ そしてこの天空
の音は一体何だ｡ 進撃する軍隊のような音だ｡ 心底恐ろしげではないか｣｡
トゥバン国守が落ち着いて申し上げた｡ ｢陛下, そのような陛下のお言葉
はみなを不安がらせます｡ いま耳にしておられるのは雨と風の音で, ご心
配におよびませぬ｡ 何より, パジャンの家臣にセナパティと戦うのを恐れ
る者は一人もおりませぬ｡ 陛下のご命令が一度下されますれば, マタラム
の者たちは私めとパジャン勢によって立ち所に壊滅いたします｣
36. パジャンのスルタンが死に, 女婿であるドゥマックの国守が継
ぐ
スルタン陛下は穏やかに申された｡ ｢我が息子, トゥバン国守よ, お前
は兄セナパティと敢えて戦うでない｡ 心して聞くのじゃ, 余は定めの時を
迎えるであろう｡ そしてパジャンの王宮において王たる者は余一人で終わ
る｡ その後はお前の兄セナパティが継ぎ, その子孫がジャワ全土を支配す
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るであろう｡ 余がここマタラムに来たのは, ただセナパティをよく見たかっ
たからだ｡ 奴がとても懐かしかったのだ｡ そして余が思うに, セナパティ
は敢えて余と戦おうとせぬであろう｣｡ ほどなく火砕流が陣営を襲った｡
大きな岩がパジャン軍に押し寄せてきた｡ 大混乱におちいった軍勢は命か
らがらてんでに逃げ出した｡ スルタンとブパティたちはこの動きに流され
た｡ 敵に襲われたと思ったのだった｡ 大軍がたちまち姿を消した｡
朝になってスルタン陛下は聖墓にお参りしたいとトゥンバヤット
Tembayatにお急ぎになった｡ しかし墓地の門の鍵が開かずお参りできな
かった｡ スルタン陛下は門に口づけされただけだった｡ それが終わると墓
地の鍵番にお尋ねになった｡ ｢墓守よ, 墓地の門の鍵が開かないとはどう
したことだ｣｡ 墓守はお答えした｡ ｢スルタン陛下, 愚考いたしますに, 陛
下はもはや主アラーから王たることを許されておられないのでございましょ
う｡ この墓地の門が閉ざされて開かないのはその証でございましょう｣｡
墓守の答えを聞いてスルタンは深い悲しみに沈まれた｡ そこに泊まること
にし, 夜はもがり屋でお休みになった｡ 生まれてこの方, こんなに安らか
にお眠りになったことはなかった｡ 朝目を覚まされると, パジャンへ戻ろ
うと象に乗って出立なさった｡ 道中象から落ちて病気になられ, 輿にお乗
りになった｡ とてもゆっくりとお進みになった｡
さて, セナパティは, スルタンが道中病気になられたという知らせを聞
くと, 急いで後を追った｡ 40人の騎馬部隊が少し離れて付いていった｡ パ
ジャンの王子たちや国守たちはセナパティに気づいた｡ 王子ブナワはスル
タンに申し上げた｡ ｢そこにセナパティが付いてきております｡ 距離を保っ
たまま付いてきております｡ お許しくださるなら, 私めが戻って駆除して
しまいましょう｡ むこうの兵がわずかでパジャンの軍が多い良い機会でご
ざいます｣｡ スルタンは穏やかに申された｡ ｢我が子ブナワよ, お前は兄セ
ナパティに立ち向かうでない｡ 将来, もし余が死んだら, お前の兄が余の
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後継者になるのは確かなのだから｡ 余の後を追っているのは, 余が病気だ
と知っているからじゃ｡ それは余を父親として愛し敬っている証拠なのだ｡
さらに余はお前に命じる, 将来, 余が死んだら, お前は兄セナパティと仲
良くせよ, そしておおいに敬意を払うのじゃ, あれが余を継ぐのだから｡
もしも仲違いするようなことがあれば, お前はパジャンの王にはなれない
だろう｣｡ スルタンのこの言葉を聞いてブナワと一族の者はみな涙を流し
た｡
パジャンに到着すると王宮に入られたが, スルタンの病はますます重く
なった｡ セナパティとその部隊は, 王宮の西にあるマヤンMayang村に宿
営した｡ 斥候隊からセナパティがマヤン村に宿っているとお聞きになった
スルタンは使いを出してお呼びになったが, セナパティは応じようとせず,
使者にこう答えた｡ ｢父なるスルタン陛下にこう申し上げよ｡ お召しに従
うつもりはないが, マタラムにも戻らない｡ ただここに留まり, アラーの
思し召しを待つだけだと｣｡ 使者は戻るとスルタンに報告した｡ こうして
セナパティは大量のスラシ selasihの花を買いいれると, それをアルンア
ルンの西門に積み上げた｡ 夜になるとセナパティは瞑想の座につきアラー
に祈りを捧げた｡ そこにジュル・タマン Juru Tamanというジンがやって
きた｡ セナパティのお気に入りの家来であり, セナパティにだけ姿が見え
て, 他の人には見えなかった｡ 人間より大きかった｡ ジュル・タマンはセ
ナパティに申し上げた｡ ｢ご主人様, パジャンの町を征服しスルタンを死
なせたいのでしたら, 私めにお命じくださるだけで, 必ずやスルタンを亡
き者にいたしましょう｣｡ セナパティは答えた｡ ｢ジュル・タマンよ, 申し
出はありがたいが, わしはそのような願いをもたぬ｡ しかしお前がそのつ
もりなら, 好きにせよ｡ わしは命じないし, 止めもせぬ｣｡ こうしてジュ
ル・タマンはパジャンの王宮に出かけていった｡ セナパティはマタラムに
戻るべく出立した｡
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スルタン陛下は妃たちに見守られて寝室に横たわり, 子供たちが対面し
ていた｡ ブナワ王子が申し上げた｡ ｢兄セナパティは大量のスラシの花を
買い, アルンアルンの門に積み上げました｣｡ スルタンはお答えになった｡
｢お前の兄はとても余を愛しておる｡ そして余が死の床にあることをすで
に知っておる｣｡ そこにジュル・タマンが現れたが, 誰にも見えなかった｡
彼がスルタンの胸の上に座ると, スルタンは意識が朦朧となった｡ 意識が
戻った時, 病はさらに重くなっていた｡ その後間もなくお亡くなりになっ
た｡ 嘆きの声が満ち満ちた｡
ブナワはただちにセナパティに使者を送った｡ 仮にセナパティが応じな
いとしても, スルタン陛下の遺体を清めるのに立ち会うよう求めねばなら
なかったのである｡ 使者は大急ぎで出発し, セナパティに道中で追いつい
た｡ 使者の言葉を聞くとセナパティはただちに踵を返し, 早駆けした｡ キ
ヤイ・ジュルも一緒に行った｡ パジャンに着くとセナパティは王宮に入り,
スルタン陛下の足許に跪拝し, そして泣いた｡ 遺体は清められ, 祈りを捧
げられ, ブトゥ Butuhに埋葬された｡
翌日, スルタンの子供たちや一族の者そしてブパティたち, またもちろ
んスナン・クドゥスとセナパティもパジャン王宮の内廷に集まった｡ スナ
ン・クドゥスがブパティたちに申された｡ ｢わが子ブパティたちよ, お前
たちに尋ねる｡ 亡きスルタン陛下の王子のうち誰がパジャンの王位に就く
のがふさわしいか｣｡ ブパティたちはそろって答えた｡ ｢ブナワ様が王位を
継がれるのが最善と存じます｡ 息子であり, その権利をおもちだからです｣｡
スナン・クドゥスは申された｡ ｢ブナワ殿が王位を継ぐなら, わしは同意
しない｡ 若い息子だからじゃ｡ ドゥマックの国守が亡きスルタンを継ぐの
が一番良い｡ 女婿ではあるが, やはり王家の一族である｡ さらには, ドゥ
マック国守の妃は自身スルタンの長子である｡ ブナワ殿はジパンを相続し
て, ジパンの国守になりなされ｣
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セナパティは何か言いたそうだったがキヤイ・ジュルに制止された｡ そ
のためセナパティは沈黙を守った｡ こうしてスナン・クドゥスの望みどお
りになった｡ ジパンに住まざるをえなくなったブナワはおおいに不満だっ
た｡ セナパティはマタラムに帰った｡ キヤイ・ジュルはセナパティを諭し
続けた｡ ｢よいか, ブナワとドゥマック国守の争いに口出ししてはならぬ｡
彼らはお互い一族どうしだ｡ 戦争になったとしても, 打ち捨てておけ｡ そ
れよりもお前はむしろ, 自分もお陰を被ることができるよう, 亡きお方の
ためにスダカ sedhakah [喜捨] に務め, コーラン朗誦に励むのだ｣｡ セナ
パティは叔父の忠告に従った｡
さて, パジャンはというと, ドゥマックの国守が本当にパジャンで王位
に就き, ドゥマックから引き連れてきた大勢の者が住み着いた｡ その時,
采邑をもつパジャン人はみな水田の３分の１が削られ, ドゥマックから付
いてきた者たちに与えられ, そしてドゥマック人たちはみな身分が一つ引
き上げられた｡ 水田を削られた者たちはみな不満をもち, パジャンの国が
混乱すればよいと邪心を抱くようになった｡ 多くの者が泥棒や強盗, 追剥
を働き, 盗賊となった｡ 家屋敷を棄ててマタラムに移り住む者もあった｡
パジャンのマントリのパンガラサンはマタラムに使いを送った｡ セナパティ
にパジャン国の秩序はいまや乱れに乱れていると知らせてやり, そしてパ
ジャンを征服してその王になるよう焚きつけた｡ セナパティがパジャン征
服に乗り出した時には, パジャンの全軍が寝返りセナパティに加勢するの
は間違いないと｡ セナパティの使者への返事はこうだった｡ ｢我が親友パ
ンガラサンに言え, わしを信頼してもらってとてもありがたいが, わし自
身はまだそのような考えをもたぬ｡ しかしアラーのご指示があるなら, わ
しに王になれとお命じになるなら, パジャンを破壊するのはたやすいこと
だ｣｡ こうして使者はパジャンに戻っていった｡
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37. セナパティがパジャンを征服し, バナワをパジャンのスルタン
に立てる
さて, ジパンに移ったパンゲラン・ブナワであるが, ひどく心が傷つけ
られ, 寝食ままならなかった｡ 夜ともなると館の屋根の下ではなく軒下で
寝るのだった｡ ある夜ブナワは夢の中で亡き父に会い, セナパティに助け
を乞うよう指示された｡ 朝目覚めると, セナパティにジパンにきてくれる
よう求める使者を出すことにした｡ 使者は出発し, セナパティに会うと,
ブナワから指示されたことを伝えた｡ セナパティは答えた｡ ｢使者よ, 我
が弟に伝えよ｡ わしがジパンに呼ばれるのは何のためか｡ パジャンの国を
奪うのを共にせよというなら, わしは断る｡ 兄弟どうしが国を奪い合うの
に加わるのは望まぬ｡ それにわし自身すでに亡き父スルタン陛下から一国
を与えられている｡ このマタラムがわしに与えられた遺産だ｡ 以上だ, 我
が弟にこう伝えよ｣
使者はジパンに戻るとセナパティの言葉をありのままに伝えた｡ ブナワ
はこう命じた｡ ｢もう一度マタラムに行き, 我が兄セナパティに伝えよ｡
わしは亡き父上から, 兄セナパティが父親代わりになるので, 何ごともそ
の助言に従うよう指示された｡ そして今わしはパジャン王国を兄上に差し
あげる｡ わしは兄上にパジャンにおいて王位についてほしい｡ 衷心からそ
う願っている｡ そして兄上は, 亡き我が父上の長男なのだから, 王位を継
ぐ権利がある｡ ドゥマック国守が跡を継ぐとしたら, わしは同意しない｡
それくらいなら死んだ方がましだ｡ 兄上は我が死を容認し, 我が求めを受
けいれられぬのであろうか｡ 以上だ, すぐに行け｣｡ 使者はただちに出発
しセナパティに会うと, ブナワの言葉を一言残らず伝えた｡ これを聞いた
セナパティはたいへん喜び, また弟に同情した｡ そしてこう返事した｡
｢弟の願いがそういうものであるなら, パジャン国を手に入れるとしよう｡
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我が弟に伝えよ, ここにきてほしいと｡ 武装した部隊を連れてキドゥル山
地経由でくるのだ｡ わしはそこで出迎える｣
使者は別れを述べると急いで戻っていった｡ ブナワのもとに至り一部始
終を報告した｡ ブナワはおおいに喜んで, 急ぎ動員を布告した｡ 武装した
兵士が集まると出陣した｡ セナパティも全軍を率いて出陣した｡ キドゥル
山地に着くと, ウェルWeru村に滞陣し, ここでブナワと会った｡ ２人は
抱きあい, 亡きスルタン陛下を思い出してともに泣いた｡ ここに宿営し,
パジャン国攻略について協議した｡
さて, パジャン軍の旧臣たちはブナワがセナパティに合流し, ウェル村
に宿営してパジャン国を征服しようとしていると聞いた｡ パジャンの兵士
の多くが背いて, 旧主の側についた｡ パジャンに残ったのはドゥマックか
ら付いてきた部隊だけだった｡ セナパティとブナワは大勢のパジャン兵が
一斉に背いたのを見てパジャンの征服は容易だと思い, とても喜んだ｡ セ
ナパティはブナワに言った｡ ｢弟よ, 大勢のパジャン兵がすでに服従して
おり, 我が軍はすでに大軍であるので, 明朝パジャン攻略に出陣しようで
はないか｡ お前はパジャンの降伏部隊を指揮して, 町の東門を入れ｡ わし
と全マタラム軍は西門から入る｣｡ ブナワは承知しましたと答えた｡ 翌朝
軍勢は二分され, 進撃した｡ 多種多様な武器と旗幟があり, たいへん躍動
的な眺めであった｡
パジャンで王位についたドゥマック国守もブナワとセナパティが攻めて
くることを知った｡ ドゥマック国守は自身の兵士たちと奴隷たちに命令し
た｡ ｢家臣たち, 奴隷ども, バリ人たち, ブギス人たち, マカッサル人た
ちよ, みなよく心得よ｡ いまからお前たちをセナパティと戦わせる｡ この
わしの財産である金と銀で弾丸を作るのだ｡ なぜなら, セナパティは勇敢
で屈強で名高く軍勢は多い｡ 黄金の弾丸で撃てばきっと効果があるはずだ｡
そしてお前たちは戦いの中で退いてはならぬ｡ 退いたならわし自ら成敗し
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てくれる｡ お前たちはわしが買ったのだから｣｡ 奴隷たちはご命令のまま
にと答えた｡ こうしてみな王宮を囲む城壁の持ち場についた｡ 奴隷ではな
いドゥマックの者たちも要塞の中庭に布陣し銃, 長槍, 短槍を構えた｡ ほ
どなくセナパティとその部隊が西からやってきた｡ たちまち銃火を浴びせ
られ, 弾丸の雨が降った｡ しかしセナパティとその軍勢にはまったく効果
がなく, ひるまなかった｡ セナパティはブラタユダ Brata-Yudaという名
の金狐色の馬に乗っていた｡ 弾丸が当たったが, 何ともなかった｡ 弾丸が
馬の体にくっついて, 斑点のある灰色の馬のようになっただけだった｡ セ
ナパティの胸に当たった弾丸は金メッキ飾りのように見えた｡ 天空にセナ
パティの援軍に来たジン, プリ, プラヤンガンたちの雄叫びが響きわたっ
た｡ セナパティは敵軍に力強く呼びかけた｡ ｢おい, 奴隷たち, 戦いに命
を懸けるなかれ｡ 何を手に入れようとてか｡ お前たち自身に関わりのない
ことだ｡ 早く逃げるがよい｡ わしが戦いに勝ったら自由にしてやるぞ｣
これを聞いた奴隷たちはみな武器を残して逃げてしまった｡ セナパティ
とその軍勢はアルンアルンの西門に達した｡ その門に布陣していたのはキ
ヤイ・グドン kyai Gedhongという名のパジャンのマントリであり, ドゥ
マックの部隊が付いていた｡ セナパティは開門を求めたが, ドゥマック人
たちが拒否した｡ 門を守るドゥマック兵はグドンの猛攻を受け, 多くの死
者をだしてみな逃げ去った｡ こうして門はグドンによって開けられた｡ セ
ナパティは門内に入ってグドンに会うと, 跪拝の礼を受けた｡ セナパティ
は恩を感じて言った｡ ｢キヤイ・グドンよ, お前におおいに感謝している｡
将来お前の子孫はすべてわしの子孫から離れないようにせよ｡ わしの子孫
と苦楽を共にすることであろう｣
グドンは礼を述べると, アルンアルンに布陣するドゥマック勢を攻撃す
るため別れを乞うた｡ セナパティはこれを許した｡ こうしてグドンは攻撃
に移ったが, 大勢に反撃されて戦死した｡ セナパティはこれにひどく心を
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痛め, ドドットの垂れ布に膝をついてアラーに祈り, 思念を清めようとし
た｡ アルンアルンに陣取るドゥマック軍は猛烈に戦い始めた｡ 同士討ちに
なり, 大勢が死に, みな逃げた｡ セナパティが攻めかかってくると思った
のだった｡ キヤイ・ジュルは急ぎ馬に乗ってセナパティに近づいた｡ セナ
パティはまだドドットに膝をついたままだった｡ キヤイ・ジュルはすぐに
呼びかけた｡ ｢セナパティ, 立て, 寝ぼけるな｡ 戦さだということを忘れ
たか｣｡ セナパティははっとして起き上がり, 尋ねた｡ ｢ドゥマック勢は,
いま対陣していたのはどこにいる｣｡ キヤイ・ジュルは答えた｡ ｢それはみ
な逃げた｡ さあ, クラトンに突撃だ｡ ドゥマック国守は, 思うに, もう怯
えてしまって戦意を失っておる｣
セナパティはまもなく馬から降りて徒でクラトンに向かった｡ キヤイ・
ジュルは ｢なぜ馬から降りる｡ 乗っていた方が良くないか｣ と尋ねた｡ セ
ナパティは ｢下馬するのは, このパグラランとシティンギル [謁見の間]
は亡きスルタン陛下が謁見をなされた場所だからです｣ と答えた｡ そこで
キヤイ・ジュルも馬から降りた｡ 彼らは表門に達した｡ 亡きスルタンの娘
であるドゥマック国守の妃がすぐに迎えに出てきて, セナパティの足許に
跪拝し, 泣きながら訴えた｡ ｢兄上セナパティ様, どうぞあなた様の弟,
私の夫を殺さないで｣｡ 妹に会いその言葉を聞いたセナパティはかわいそ
うに思った｡ ｢妹よ, わかった, 落ち着くのだ｡ 泣き止みなさい｡ ともか
くもわたしはお前の夫を殺さない｡ 思い知らせるだけにしよう｡ パジャン
の王になったのが間違っていたのだから｡ お前の夫が負けを認めるなら,
シティンギルにこさせよ, そしてわしに対する戦いに敗れた印として手を
縛るのだ｣
こうしてセナパティはシティンギルに入り, キ・ジュルとともにそこに
座った｡ ブナワとその配下もシティンギルに到着した｡ ドゥマック国守の
妃はクラトンの中に入っていった｡ ドゥマック国守はチンデ布 [上質の絹
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布] で縛られて, 妃と多数の側室とともにシティンギルに連れてこられた｡
セナパティとブナワの前に座り頭を垂れた｡ セナパティは言った｡ ｢ドゥ
マック国守よ, パジャンの王座はお前の遺産ではない｡ わが弟パンゲラン・
ブナワの遺産である｡ ブナワこそ亡きスルタン陛下の跡を継ぐべき者であ
る｡ お前の遺産はドゥマックである｡ ただちにドゥマックに帰れ｡ おい,
マタラムの者共, ドゥマック国守をお連れせよ, 何人か輿を担げ, 縛りを
解いてはならぬ｡ ドゥマックに着いたら解いてやれ｣｡ マタラムの兵士た
ちは ｢御意のままに｣ とお答えした｡ ドゥマック国守と妻子たちは輿に乗
せられ兵士に守られて去った｡
セナパティとブナワは配下の者たちと共にただちに此度の戦捷を祝って
宴を張った｡ みな心ゆくまで楽しみ尽くした｡ ブナワはセナパティに申し
出た｡ ｢兄上, ここパジャンにおいて亡き父上を継いで王位にお即きくだ
さい｡ あなたが長男なんですから｡ わたしは衷心よりこれに従います｡ 私
は一人の貴族として生きていければ十分です｡ のみならず, 亡き陛下が残
された様々な財宝もすべて兄上にお任せします｣｡ セナパティは答えた｡
｢弟よ, お前のわしに対する信頼はたいへん有り難く思うが, わしはここ
パジャンで王になりたいとは思わぬ｡ マタラムで王位に就きたいのだ｡ 亡
きスルタン陛下から与えられたものだから｡ さらには, わしと我が子孫が
マタラムで偉大な王になることは, すでにアラーの思し召しによって宿命
づけられている｡ ここパジャンについては, わしはお前を亡き父スルタン
陛下の後継者として王に立てよう｡ 遺産からは, わしは祝福をもたらすと
される銅鑼キヤイ・スカルドゥリマ kyai Sekar-Delima, 馬銜キヤイ・マ
チャンググ kyai Macan-Guguh, 鞍キヤイ・ガタユ kyai Gatayuなどを所望
するだけだ｣｡ ブナワはお心のままにと答え, ２人ともクラトンに入った｡
翌朝になって, 古くからの様々な聖遺物がクラトンから持ち出されマタ
ラムに運ばれることとなった｡ その後セナパティとブナワはパグラランに
人間文化研究 創刊号
― ―184
出てきた｡ セナパティは絨毯を敷いた黄金の玉座に座し, マントリたちや
ブパティたちに向きあった｡ 光り輝いていた｡ ブナワはそのそばに座った｡
セナパティはそこに控える者たちに言った｡ ｢ブパティたち, マントリた
ち, 汝たち証人たれ｡ 我が弟パンゲラン・ブナワを, 亡き父上の後継者と
して, パジャン国を統治するスルタンに立てる｣｡ ブパティたちとマント
リたちはみな賛同の声をあげた｡ 彼らはまたブナワがスルタンに立てられ
るとは予想していなかったので, セナパティへの畏怖の念をますます強め
た｡ 続いてセナパティは弟に国を担うについて, 緊張感を弛緩させぬこと,
そして３種類の人をもたねばならないことを諭した｡ 第一にパンディタ
[賢人], 第二に天文の秘教に通じる人たち, 第三に苦行の達人たち｡ ｢王
国の秩序について困った時はパンディタに教えを乞え｡ 今後起こるであろ
うことについては天文の秘教を計算する者に尋ねよ｡ カスクテン [霊力]
に通じたいなら苦行の達人に問え｣｡ ブナワは感謝の言葉を述べた｡ こう
してセナパティはマタラムに戻るため暇を告げ, 部隊を率いて出立し, マ
タラムに帰り着いた｡
続いてセナパティはマタラムにおいてスルタンに即位した｡ しかし彼は
スルタンと呼ばれず, 世間はパヌンバハン・セナパティ呼ぶだけだった｡
ある時パヌンバハン・セナパティは成人した弟たちの名前を引き上げた｡
ラデン・トンペにはパンゲラン・トゥムングン・ガガックバニン
pangeran Tumenggung Gagak-Baningの名が, ラデン・サントリにはパン
ゲラン・シンガサリ pangeran Singa-Sariの名が, そしてラデン・ジャンブ
にはパンゲラン・マンクブミ pangeran Mangku-Bumiの名が与えられた｡
カリニャマットからきた妻から生まれたセナパティの子はすでに成人し,
名をラデン・ランガといった｡
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